
平成30年度～平成34年度（５年間）

人口減少、少子高齢化の進展などの社会経済情勢

の変化に伴う新たな課題や、平成26年の大雪により

明らかとなった課題を踏まえ、取り組むべき施策の方

向を明らかにし、住民、企業、行政などが役割を分担

しながら安全安心な雪国暮らしを推進

第七次長野県総合雪対策計画～確かな暮らしが営まれる雪国づくり～について

●道府県豪雪地帯対策基本計画
（豪雪地帯対策特別措置法第６条）

●雪対策を総合的、計画的に推進するための
総合雪対策計画 （長野県雪対策要綱第３条）

・各家庭での除雪が困難になる中、地域での
互助による除雪も難しくなってきている。

・除雪オペレーターや除雪作業員など除雪の
担い手が不足しつつある。

・このため、高齢者が除雪せざるを得ない状況
にあり、事故につながっている。

１ 人口減少と少子高齢化の進行

２ 雪を楽しむ暮らしの推進

・観光資源としての活用や暮らしの知恵を学ぶ
など、雪に親しみ、楽しむ暮らしを推進

・外国人観光客は増加傾向にあり、更なる誘客
や回遊促進のためのサービスが必要

○ 平成26年２月の大雪災害の教訓を踏まえた交通
障害対応

・大雪災害事後検証チームで、滞留車両の発生
抑止等の検証結果を取りまとめ

・検証に基づき、平成26年12月、大北地域に
おいて、大雪による約150台の滞留車両を排除

（災害対策基本法に基づき、放置車両の移動等
を実施できる道路区間を併せて指定）

● 基本方針

１雪国の生活を支える基盤づくり

・住民生活等に支障が生じないよ
う、雪に強い道路等の整備、克
雪住宅の普及等の推進

２ 行政と住民の協働による除排雪
体制づくり

・国・県・市町村の連携による効
果的で効率的な除排雪を推進

・住民が行う除排雪に関する安全
対策の普及啓発を実施

３ 雪が生み出す個性豊かな地域
づくり

・親雪と利雪の一層の推進

● 重点項目

① 雪に強い道路等の整備
地域住民の安全とともに、多くの観光客が安心して訪れ、地域間交流が進むよう

良好な道路づくりを促進

② 消融雪施設等の更新

③ 克雪住宅の整備
住宅の克雪化（自然落雪型、融雪型）に対する支援を行い、克雪住宅を普及

１ 雪に強い道路、克雪住宅等の整備

２ 安心して生活できる除排雪体制の構築

① 道路の除排雪

② 地域ぐるみの除排雪体制の構築
空き家については、平時から所有者を特定し、その責任で除雪させる取組を推進

③ 除雪の担い手対策
住宅除雪支援員の派遣、災害ボランティアセンターの立上げ訓練、技術講習会の

実施等を推進

④ 除雪作業中の安全確保を促す啓発

３ 雪に親しみ、雪を活かす産業づくり

① 雪を楽しむ観光の振興
ウィンタースポーツの楽しさの発信、多言語受入環境の整備促進 等

② 雪の恵みを活かした県産品づくり
雪の中で収穫するキャベツやにんじん、雪室熟成による日本酒等

○ 基本的な方向性は、
第六次計画を踏襲

○ しあわせ信州創造プラン2.0
(長野県総合５か年計画)と整合

○ 平成26年２月の大雪災害
事後検証結果の反映
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● 主な分野別施策

３ 雪を活かした地域産業づくり

・観光業、農林業、商工業の振興
・建設業の振興

（参考）スケジュール

４ 雪を活かした個性的な地域
づくり

・各種ウィンタースポーツの普及

５ 雪対策向上のために

・雪に関する調査研究
・気象情報の収集体制の充実

改定のポイント

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

パブリックコメント

市町村等意見照会

(参考)
しあわせ信州創造プラン2.0
(長野県総合５か年計画)

内　　容

豪雪地帯市町村アンケート

計画案の作成

計画の決定

審議会答申 パブリックコメント 議案提出

１ 安心できる雪国の暮らしづくり

・居住環境の整備
・高齢者世帯等に対する支援
・保健医療の確保 等

２ 雪に強い安全な基盤づくり

・道路、消融雪施設等の整備
・除排雪体制の整備
・冬期間の安全な交通の確保
・雪崩防止対策の強化
・消防防災体制の整備
・公共交通機関の運行確保 等
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